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○総合コスト改善率の内訳 

１）平成 20 年度における総合コスト改善率の内訳 

 

 政府全体 

工事コスト構造の改善 
による効果※ 

3.4% 

ライフサイクルコスト構造の改善 
による効果※ 

0.5% 

社会的コスト構造の改善 
による効果※ 

0.1% 

合計 
（総合コスト改善率） 

4.0% 

間接的な効果 
（物価変動） 
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（物価変動を含む） 
1.2% 

 

 ※） 改善率は、平成１９年度における標準的な公共事業のコストを基準とし、施策適用がなかった場合におけ

る仮想的な工事積算額と実際の積算額との比較等により効果を計上している。 
四捨五入の関係で数値が合わないことがある 
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平成２０年度　総合コスト構造改善実績（府省庁、全公団等）

【平成20年度の総合コスト改善率】

4.0%
-2.8%
1.2%

○　全府省庁・全公団等合計の総合コスト改善額と総合コスト改善率の内訳（物価等の変動を除く
（金額単位：百万円）

1.工事コスト
  構造の改善
  による効果

2.ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ
  構造の改善
  による効果

3.社会的ｺｽﾄ
  構造の改善
  による効果

合　　計 発注工事費

改善額 91,167 9,056 1,163 101,386 2,847,868

改善率 3.1% 0.3% 0.0% 3.4%

改善額 61,648 12,997 3,045 77,690 1,477,131

改善率 4.0% 0.8% 0.2% 5.0%

改善額 152,814 22,054 4,208 179,076 4,324,999

改善率 3.4% 0.5% 0.1% 4.0%

※　四捨五入の関係で数値が合わないことがある

○　全府省庁・全公団等別の総合コスト改善額と総合コスト改善率の内訳（物価等の変動を除く）
（金額単位：百万円）

1.工事コスト
  構造の改善
  による効果

2.ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ
  構造の改善
  による効果

3.社会的ｺｽﾄ
  構造の改善
  による効果

計

2,285 33 0 2,318 50,086 4.4%

4 90 0 94 1,048 8.9%

0 0 0 0 204 0.0%

596 0 0 596 17,408 3.3%

568 0 0 568 5,591 9.2%

5,776 3 0 5,780 98,841 5.5%

12 0 0 12 339 3.5%

512 0 0 512 19,377 2.6%

10,979 504 0 11,484 228,686 4.8%

0 0 0 0 0 －

69,372 8,421 1,162 78,955 2,350,429 3.3%

162 2 0 164 3,253 4.8%

901 3 0 904 72,606 1.2%

91,167 9,056 1,163 101,386 2,847,868 3.4%

6,020 5,325 750 12,095 188,995 6.2%

99 6 12 117 4,022 2.8%

127 29 5 161 7,463 2.1%

34 0 0 34 386 8.1%

0 2 0 2 211 1.0%

0 0 30 30 519 5.8%

3 0 0 3 235 1.3%

22 0 0 22 1,890 1.1%

901 0 0 901 7,925 10.2%

115 0 0 115 1,044 9.9%

288 0 0 288 9,629 2.9%

0 4 0 4 81 5.0%

124 0 0 124 4,711 2.6%

7,689 0 0 7,689 24,601 23.8%

1,170 387 0 1,557 33,172 4.5%

5 0 0 5 240 1.9%

5,886 2,730 177 8,793 246,111 3.5%

876 3 0 879 30,652 2.8%

852 0 0 852 7,237 10.5%

401 0 0 401 7,788 4.9%

126 0 0 126 2,670 4.5%

13,408 0 0 13,408 285,718 4.5%

4,285 0 0 4,285 113,326 3.6%

1,125 0 0 1,125 25,664 4.2%

293 116 0 409 6,509 6.0%

2,773 639 0 3,412 34,537 9.1%

8,166 2,997 1,679 12,843 268,834 4.6%

6,860 760 390 8,010 162,961 4.7%

61,648 12,997 3,045 77,690 1,477,131 5.0%

152,814 22,054 4,208 179,076 4,324,999 4.0%

全府省庁合計

全府省庁・全公団等合計の改善率

物価等の変動

計

項　　　目

20年度
発注工事費

総合コスト
改善率

全公団等合計

全府省庁・全公団等

合計

部局名

総　合　コ　ス　ト　改　善　額

環境省

防衛省

厚生労働省

農林水産省

経済産業省

国土交通省

物質・材料研究機構

鉄道建設・運輸施設整備支援機構

内閣府

警察庁

文部科学省

中部国際空港株式会社

合　　　計

国立大学法人

成田国際空港株式会社

関西国際空港株式会社

大学共同利用機関法人

国立高等専門学校機構

海洋開発研究機構

国立青少年教育振興機構

総務省

法務省

外務省

財務省

労働者健康福祉機構

都市再生機構

合　　　計

総　　　計

国立病院機構

森林総合研究所

中小企業基盤整備機構

日本下水道事業団

首都高速道路株式会社

阪神高速道路株式会社

本州四国連絡高速道路株式会社

水資源機構

関西国際空港用地造成株式会社

東・中・西日本高速道路株式会社

放射線医学総合研究所

放送大学学園

日本スポーツ振興センター

理化学研究所

宇宙航空研究開発機構

日本原子力研究開発機構



総合コスト構造改善実績の施策別内訳

改善率

１．工事コスト構造の改善による効果

1） 計画・設計段階の見直し

① 設計基準類の見直し 0.51%

② 規格の見直し 0.55%

③ 設計VE等の活用 0.58%

2） 施工段階の見直し

④ 事業関連等の推進 0.42%

⑤ 調達における工夫

a 技術開発の推進 0.58%

b 民間企業の技術革新等によるコスト改善効果 0.10%

c 建設機械の耐久性向上による効果 0.05%

d 入札・契約制度の見直し 0.45%

e 積算の見直し（資材調達等の工夫含む） 0.17%

f  能率向上による歩掛改訂に伴う効果 0.01%

２．ライフサイクルコスト構造の改善による効果

（1）ライフサイクルコスト構造の改善による効果 0.49%

３．社会的コスト構造の改善による効果

（1）事業便益の早期発現による効果 0.06%

（2）工事に伴う環境負荷低減による効果 0.02%

（3）工事に伴う交通規制の改善による効果 0.02%

4.00%合　　　　計

全府省庁・全公団等

施　　策　　項　　目

0.51%

0.45%

0.49%

0.55%

0.58%

0.42%

0.58%

0.10%
0.05%

0.17%
0.01%

0.06%
0.02%

0.02%

0.00%

0.50%

1.00%

1.50%

2.00%

2.50%

3.00%

3.50%

4.00%

4.50%

改
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率

①設計基準類の見直し

工
事
コ
ス
ト
の
改
善

②規格の見直し

③設計VE等の活用

④事業関連等の推進

a 技術開発の推進

d 入札・契約制度の見直し

b 民間企業の技術革新等によるコスト改善

c 建設機械の耐久性向上による効果

e 積算の見直し（資材調達等の工夫含む）

f 能率向上による歩掛改訂に伴う効果

２．ライフサイクルコスト構造の改善による

（1）事業便益の早期発現による効果
（2）工事に伴う環境負荷低減による効果
（3）工事に伴う交通規制の改善による効果
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